
薩摩川内市長として、３期12年に
わたり市勢の発展と住民福祉の向上
に努められるとともに、県市長会副会
長や全国市長会理事等を歴任され、 
幅広い活動を通じて地域振興と本県
地方自治の発展に貢献されました。

いわきり
岩切　

ひでお
秀雄 さん

【前 薩摩川内市長】

地方自治部門

鹿児島純心女子短期大学の教員
として、長年にわたり近代日本文学、 
郷土文学を研究されるとともに、県文
化芸術振興審議会会長や県マレイシ
ア友好協会副会長等を歴任され、本
県の文化芸術の振興と国際交流の
促進に貢献されました。

みしま
三島　

もりたけ
盛武 さん

【前 鹿児島県文化
芸術振興審議会会長】

教育文化スポーツ部門

外科医として、長年にわたり医療
活動に従事されるとともに、県医師会
副会長や県国民健康保険診療報酬
審査委員会会長等を歴任され、幅広
い活動を通じて本県地域医療の発
展・向上と保健・福祉の充実に貢献さ
れました。

のむら
野村　

ひでひろ
秀洋 さん

【元 鹿児島県医師会
副会長】

保健福祉部門

川辺仏壇の職人として精励されな
がら、県川辺仏壇協同組合理事長を
はじめ、川辺仏壇金具協同組合理事
長や県金型治工具工業会副会長等
を歴任され、長年にわたり川辺仏壇
産地の振興と仏壇業界の発展に貢
献されました。

きはら
木原　

すみのぶ
純信  さん

【元 鹿児島県川辺仏壇
協同組合理事長】

産業経済部門

農業に精励されながら、県農業協
同組合中央会会長や県厚生農業協
同組合連合会経営管理委員会会長
等を歴任され、幅広い活動を通じて
優れた指導力を発揮し、本県の農業
振興と地域経済の活性化に貢献され
ました。

くぼ
久保　

しげよし
　𠮷 さん

【前 鹿児島県農業協同
組合中央会会長】

産業経済部門
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）
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携
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11
月
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火
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11
月
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）
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11
月
23
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）

日
越
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念
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フ
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ア
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島
2
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11
月
25
日（
土
）

屋
久
島
世
界
自
然
遺
産
登
録
30
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

11
月
27
日（
月
）

鹿
児
島
市
と
の
意
見
交
換
会

天
皇
皇
后
両
陛
下
を
は
じ
め
多
く
の

皇
族
方
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、「
熱
い
鼓
動

風
は
南
か
ら
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
し

ま
し
た
特
別
国
民
体
育
大
会「
燃
ゆ
る
感

動
か
ご
し
ま
国
体
」お
よ
び
特
別
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご

し
ま
大
会
」は
、両
大
会
合
わ
せ
て
延
べ

70
万
人
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、大

成
功
の
う
ち
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

大
勢
の
観
客
の
大
声
援
の
中
で
、全
国

か
ら
集
ま
っ
た
選
手
た
ち
が
生
き
生
き

と
プ
レ
ー
す
る
姿
は
、県
民
を
は
じ
め
全

国
の
人
々
に
希
望
と
感
動
を
届
け
、両
大

会
が
目
指
し
て
い
た「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

再
生
と
飛
躍
」を
象
徴
す
る
す
ば
ら
し
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

写真入りで紹介

国体：10月7日（土）～17日（火）、大会：10月28日（土）～30日（月）
［国体会期前実施競技：9月16日（土）～24日（日）］

11月11日（土）

令和5年度
県民表彰式

11月2日（木）

県
民
の
福
祉
に
貢
献
し
、

特
に
顕
著
な
功
績
を
挙
げ

ら
れ
た
5
名
の
方
々
に
県
民

表
彰
を
授
与
し
ま
し
た
。

月30日［木］月1日［金］9 11

燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会

奄美群島日本復帰70周年
記念式典

昭
和
28
年
12
月
に
奄
美
群
島
の
日
本

復
帰
が
果
た
さ
れ
て
か
ら
70
年
の
節
目

を
迎
え
る
に
当
た
り
、県
と
奄
美
群
島
12

市
町
村
で「
奄
美
群
島
日
本
復
帰
70
周
年

記
念
式
典・祝
賀
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
関
係
機
関
や
地
域
住
民
な

ど
約
1
0
0
0
人
が
出
席
し
、群
島
内
の

中
高
生
が
語
り
部
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

通
じ
て
感
じ
た
こ
と
を
未
来
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
披
露
し
た
ほ
か
、復
帰
当

時
の
映
像
の
放
映
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま
た
、引
き
続
き
行
わ
れ
た
祝
賀
会

に
も
約
2
4
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

若
い
世
代
を
含
め
て
、復
帰
の
歴
史
を

広
く
語
り
継
い
で
い
く
重
要
性
を
再
認

識
で
き
る
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

11月14日（火）

県工業技術センター
創立100周年記念式典

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、前
身
で
あ
る

工
業
試
験
場
が
大
正
12
年
に
設
立
さ
れ

て
か
ら
、今
年
で
1
0
0
周
年
を
迎
え
、

関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
臨
席
の
も
と
、

１
0
0
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し

た
。工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、時
代
の
変
化

に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、県
内
企
業
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
課
題
の
解
決

に
努
め
る
と
と
も
に
、多
岐
に
わ
た
る
分

野
の
研
究
開
発
に
取
り
組
み
、数
多
く
の

特
許
を
取
得
す
る
な
ど
、県
内
企
業
の

「
技
術
の
よ
り
ど
こ
ろ
」と
し
て
中
核
的

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、関
係
機
関
等
と
の
連
携
を

よ
り
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、企
業
が

有
す
る
独
自
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の

強
み
を
生
か
し
た
研
究
開
発・製
品
開
発

等
を
支
援
し
、「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」、「
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
」、「
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
」

企
業
の
育
成
を
図
る
な
ど
、本
県
産
業
の

更
な
る
振
興
・
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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－県政の動き－


